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本会議  討論
令和６年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について

第１回臨時会　令和７年7月３1日

―　議案第58号 早川町・身延町・南部町医療事務組合の設置について　―

提 案 理 由
一部事務組合の設置については、地方自治法 (昭和22年法律第67号 ) 第284条第2項の規定により、
関係地方公共団体との協議が必要であり、この協議には、同法第290条の規定により議会の議決を要す
る。これがこの議案を提案する理由である。

―　議案第59号 令和7年度身延町一般会計補正予算（第3号）　―
歳入歳出予算総額9,351,348千円（6,956千円を追加）
内容：医療整備事業費（福祉保健課）6,956千円増額
※早川町・身延町・南部町医療事務組合負担金

―　議案第60号 身延町同報系防災行政無線親局設備更新工事請負契約について　―
1．契約の目的	 身延町同報系防災行政無線親局設備更新工事
2．契約の方法	 一般競争入札による契約
3．契約金額	 42,564,500円
4．契約の相手方	 山梨県甲府市中央4-12-25   株式会社関電工山梨支店

【一般会計決算】

【後期高齢者医療特別会計決算】

【介護保険特別会計決算】

反対 賛成渡辺文子議員 遠藤公久議員

選挙管理委員会では、人口減少が著しいなどの理由
で、町内に20 カ所あった投票所を半分の10 カ所に
減らした。デマンドバスの運行をするから投票所をな
くしてもよいという問題ではなく、住民の権利に関わ
る大切な問題のため。

国民を年齢で区切り、高齢者を別枠の医療保険に強
制的に囲い込んで、負担増と差別医療を押しつけるた
め。

訪問介護基本報酬が引き下げられ、訪問介護事業所と
りわけ小規模零細事業所が経営難に陥り、在宅介護の
基盤が壊滅的になる恐れがあるため。

高齢化が進む当町においては、高齢者に寄り添った施
策が必要であり、デマンドバス型交通支援や移動期日
前投票所の設置などで投票支援を実施した予算執行
であることから、適正な歳出と考えるため。

高齢者の方々の健康と福祉を支え、経済的な公平性を
実現し、地域医療機関と連携しつつ、健康で元気な生
活を取り戻すことが最も重要であるため。

３億９３３万１,４５８円を一般財源より繰り入れ、保
険料値上げの抑制の努力を行い、子どもや孫の世代
に負担を残さないように努めているため。

認定第１号 可 決

可 決

可 決

可 決
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常任委員会レポート常任委員会レポート常任委員会レポート

財
政
課
関
係

望
月
悟
良
委
員　

経
常
収
支
比
率

が
昨
年
度
よ
り
上
昇
し
た
原
因

は
。

答　

中
学
校
建
設
等
の
大
型
事
業
が

完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
支
弁
人

件
費
の
減
少
並
び
に
人
事
院
勧

告
に
よ
る
人
件
費
の
増
額
及
び

飯
富
病
院
負
担
金
の
増
額
等
が

大
き
な
要
因
で
あ
る
。

遠
藤
公
久
委
員　

飯
富
病
院
負
担

金
へ
町
づ
く
り
振
興
基
金
を
充

当
し
て
い
る
が
、今
後
再
編
統
合

が
終
わ
る
ま
で
の
基
金
充
当
の

見
通
し
は
。

答　

令
和
７
年
度
は
当
初
予
算
に
お

い
て
負
担
金
の
全
額
に
町
づ
く

り
振
興
基
金
を
財
源
充
当
し
て

い
る
が
、普
通
交
付
税
等
の
一
般

財
源
の
決
算
額
に
応
じ
て
基
金

の
充
当
額
を
調
整
す
る
。

観
光
課
関
係

深
山
光
信
委
員　

商
工
費
雑
入
の
指

定
管
理
納
付
金
に
つ
い
て
詳
細

説
明
を
。

答　

み
の
ぶ
自
然
の
里
、い
こ
い
の

森
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
施
設
使
用

料
と
し
て
各
30
万
円
を
納
付
し

て
頂
い
て
い
る
。こ
れ
に
つ
い
て

は
、指
定
管
理
者
募
集
時
点
で
募

集
要
項
内
に
説
明
を
記
載
し
て

あ
る
。

総
務
課
関
係

遠
藤
公
久
委
員　

職
員
研
修
費
の
研

修
内
容
は
。

答　

庁
内
で
実
施
し
た
研
修
は
、新

任
職
員
研
修
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

研
修
、
人
事
評
価
研
修
、
個
人
情

報
保
護
法
に
係
る
安
全
措
置
研

修
等
で
あ
る
。

交
通
防
災
課
関
係

渡
辺
文
子
委
員　

災
害
備
蓄
用
品
で

ト
イ
レ
の
処
理
セ
ッ
ト
の
充
足

率
に
つ
い
て
、ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　

食
事
だ
け
で
な
く
、ト
イ
レ
も

重
要
だ
と
認
識
し
、計
画
的
に
購

入
備
蓄
し
て
い
る
。現
状
あ
る
便

器
を
利
用
す
る
処
理
剤
の
購
入

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

佐
野
昇
副
委
員
長　

簡
易
ベ
ッ
ト
や

間
仕
切
り
等
の
備
蓄
は
。

答　

現
在
５
日
間
の
備
蓄
を
し
て

い
る
。そ
の
あ
と
は
国
か
ら
プ
ッ

シ
ュ
型
で
物
が
届
く
と
想
定
し

て
い
る
。避
難
所
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
は
国
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ
型

で
対
応
し
て
い
く
。

◎�

備
蓄
の
組
立
式
簡
易
ベ
ッ
ド

企
画
政
策
課
関
係

遠
藤
公
久
委
員　

移
住
に
繋
が
っ
た

事
案
や
問
い
合
せ
は
あ
る
の
か
。

答　

移
住
の
一
例
と
し
て
、空
き
家

バ
ン
ク
で
気
に
入
っ
た
物
件
を

購
入
し
て
移
住
す
る
方
は
毎
年

度
実
績
が
あ
る
。
ま
た
、
都
内
で

実
施
さ
れ
る
移
住
相
談
会
や
町

内
で
実
施
す
る
移
住
ツ
ア
ー
に

参
加
し
、気
に
入
る
方
々
も
い
る

の
で
、今
後
移
住
に
結
び
付
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

町
民
課
関
係

　
（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

渡
辺
文
子
委
員　

交
付
金
の
中
で
増

加
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、ど
の

よ
う
な
事
業
実
施
で
増
え
る
の
か
。

答　

特
定
健
診
の
受
診
率
上
昇
や

が
ん
検
診
を
ど
の
程
度
実
施
し

た
か
、保
健
事
業
を
行
っ
た
か
等

の
細
か
い
調
査
の
上
で
点
数
が

決
ま
り
、交
付
額
に
反
映
さ
れ
る
。

建
設
課
関
係

佐
野
知
世
委
員　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
の
ト
ン
ネ
ル
点
検
業
務
は
、何

か
所
で
主
な
点
検
内
容
は
。

答　

榧
ノ
木
ト
ン
ネ
ル
他
７
カ
所
で
、

構
造
物
の
ひ
び
割
れ
や
漏
水
等

の
目
視
や
打
音
に
よ
る
点
検
が

主
な
内
容
で
あ
る
。

福
祉
保
健
課
関
係

田
中
一
泰
委
員　

心
配
事
相
談
事
業

委
託
料
30
万
７
６
１
３
円
の
内

訳
は
。ま
た
何
人
が
利
用
し
て
ど

の
よ
う
な
相
談
内
容
か
。

答　

社
会
福
祉
協
議
会
が
毎
月
一
回

開
催
す
る
事
業
で
弁
護
士
に
よ

る
相
談
事
業
で
あ
る
。支
出
額
の

大
半
は
弁
護
士
へ
の
報
酬
で
、詳

細
は
承
知
し
て
い
る
が
、法
律
相

談
を
中
心
に
身
の
回
り
の
生
活

の
相
談
で
あ
る
。

市
川
司
委
員　

現
在
町
の
民
生
委
員

の
充
足
率
は
100
％
か
。
ま
た
、
委

員
へ
の
報
酬
は
本
来
無
償
と
認

識
し
て
い
る
が
。

委員会は、議会に提出された議案などを、集中的に審査するために設置さ
れた議会の内部機関です。常任委員会では、付託された議案について、質
疑等により所管課から説明を受け、審査を行います。
審査が終わると採決が行われ、委員会としての賛否が決定し、再び本会議
で議題となります。ここでは、その審査内容を抜粋して掲載しています。 予算決算常任委員会

教育厚生常任委員会

総務産業建設常任委員会常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長　

伊
藤
雄
波

▼
認
定
第
１
号

令
和
６
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

登録された物件は
こちらから確認できます
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答　

定
員
98
人
に
対
し
て
、現
状
は

89
人
で
あ
る
。報
酬
で
は
な
く
実

費
弁
償
で
あ
る
。

望
月
悟
良
委
員　

老
人
保
護
措
置
費

４
７
８
８
万
４
６
４
円
は
全
て

老
人
措
置
費
か
、ほ
か
に
支
出
し

て
い
る
も
の
は
。

答　

在
宅
重
度
心
身
障
害
者
等
介

護
人
見
舞
金
55
万
円
が
含
ま
れ

て
い
る
。

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

渡
辺
文
子
委
員　

認
定
状
況
で
１
号

被
保
険
者
数
が
減
少
し
て
い
る

の
に
、認
定
率
が
下
が
っ
て
い
る

の
は
。

答　

被
保
険
者
数
が
減
少
す
れ
ば
認

定
率
は
上
が
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
る

方
が
減
少
し
て
い
る
た
め
認
定

率
が
下
が
っ
て
い
る
。

下
部
支
所
関
係

（
下
部
奥
の
湯
温
泉
事
業
特
別
会
計
）

佐
野
昇
副
委
員
長　

特
別
会
計
委
託

料
の
う
ち
、調
査
・
研
究
委
託
料

の
内
容
は
。

答　

温
泉
源
泉
の
定
期
調
査
で
、泉

温
、
湧
出
量
、
井
戸
の
水
位
な
ど

湧
出
状
況
や
降
水
量
と
の
相
関

関
係
の
分
析
を
し
、温
泉
資
源
の

動
向
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

学
校
教
育
課
関
係

渡
辺
文
子
委
員　

学
校
の
検
診
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
児
童
生
徒
へ

の
対
応
は
。

答　

学
校
か
ら
保
護
者
に
通
知
し

指
定
の
病
院
で
受
診
し
て
、結
果

を
学
校
へ
報
告
し
て
も
ら
う
。検

査
に
か
か
る
個
人
の
費
用
負
担

は
な
い
。

生
涯
学
習
課
関
係

山
下
利
彦
委
員　

歴
史
民
俗
資
料
館

等
施
設
の
集
約
化
に
よ
り
、収
蔵

品
を
活
用
す
る
考
え
は
。

答　

施
設
の
集
約
化
は
こ
れ
ま
で
も

検
討
し
て
き
た
。収
蔵
品
の
取
り

扱
い
や
施
設
の
大
き
さ
の
課
題

も
あ
る
が
、今
後
も
検
討
を
進
め

て
い
く
。

◎�

歴
史
民
俗
資
料
館（
八
日
市
場
）

遠
藤
公
久
委
員　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
業

の
実
施
場
所
は
公
民
館
か
。ま
た

事
業
の
開
始
年
度
は
。

答　

地
区
公
民
館
及
び
分
館
を
会
場

と
し
、参
加
者
の
希
望
に
合
わ
せ

て
実
施
し
て
い
る
。事
業
は
令
和

３
年
度
に
開
始
し
た
。

田
中
一
泰
委
員　

総
合
文
化
会
館
は

費
用
が
か
か
っ
て
も
著
名
な
人

物
を
呼
ん
で
、町
民
に
文
化
交
流

や
芸
術
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
も
っ
と
活
用
し
て
ほ
し

い
。事
業
実
施
を
望
む
が
。

答　

数
年
前
ま
で
年
３
、４
回
著
名

人
を
呼
ん
で
自
主
事
業
が
で
き

て
い
た
が
、財
政
状
況
を
鑑
み
て

現
在
は
な
る
べ
く
費
用
を
か
け

な
い
形
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
公
開
収
録
や
宝
く
じ

文
化
公
演
に
申
請
し
た
り
、自
衛

隊
や
警
察
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

誘
致
し
た
り
す
る
な
ど
、事
業
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
。

◎�

身
延
町
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

財
政
課
関
係

遠
藤
公
久
委
員　

ふ
る
さ
と
応
援
基

金
へ
の
積
立
は
寄
付
者
の
意
向
か
。

答　

寄
付
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
は

「
町
長
に
お
ま
か
せ
」
を
お
選
び

頂
い
て
お
り
、新
庁
舎
建
設
費
等

に
活
用
さ
せ
て
頂
く
旨
を
確
認

の
上
、ふ
る
さ
と
応
援
基
金
へ
の

積
立
と
し
た
。

企
画
政
策
課
関
係

佐
野
昇
副
委
員
長　

子
育
て
世
帯
住

宅
取
得
支
援
事
業
補
助
金
は
、既

に
実
施
し
て
い
る
移
住
・
定
住

祝
金
と
別
の
も
の
か
。

答　

ま
っ
た
く
別
の
施
策
で
あ
り
、

重
複
受
給
が
可
能
で
あ
る
。

建
設
課
関
係

遠
藤
公
久
委
員　

住
宅
管
理
費
の
移

転
補
償
費
８
件
に
つ
い
て
、入
居

者
の
移
転
先
は
ど
こ
か
。

答　

町
営
や
県
営
住
宅
を
中
心
に
、

本
人
の
希
望
に
沿
っ
た
移
転
先

で
進
め
て
い
る
。

◎
解
体
前
の
梅
平
団
地

◎
整
地
さ
れ
た
跡
地

福
祉
保
健
課
関
係

渡
辺
文
子
委
員　

高
齢
者
補
聴
器
購

入
費
助
成
金
の
助
成
対
象
者
は

何
人
を
想
定
か
。

答　

第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
の
方

を
10
人
、第
４
段
階
の
方
を
10
人
、

合
計
20
人
を
想
定
し
て
い
る
。

▼
議
案
第
71
号

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）
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植栽管理業務や鉄塔移動等の説明を受ける

浄化センターの施設や電気設備改築工事等の説明を受ける

新鉄塔（左）・旧鉄塔（右・撤去中）

交換する設備の前で説明を受ける 交換する設備

◎
し
だ
れ
桜
の
里

◎
中
富
浄
化
セ
ン
タ
ー

総
務
課
関
係

広
島
法
明
委
員　

子
１
人
に
つ
き
育

児
休
暇
の
取
得
可
能
期
間
は
３

年
で
あ
る
が
、育
児
休
暇
中
に
第

２
子
が
誕
生
し
た
場
合
は
。

答　

第
２
子
の
３
歳
の
誕
生
日
前
日

ま
で
育
児
休
暇
が
取
得
で
き
る
。

総
務
課
関
係

田
中
一
泰
議
員　

部
分
休
業
の
時
間

は
有
給
か
。

答　

無
給
で
あ
る
。

◎
中
富
浄
化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
棟

生
涯
学
習
課
関
係

望
月
悟
良
委
員　

普
通
財
産
へ
移
行

後
の
施
設
活
用
方
法
は
決
ま
っ

て
い
る
か
。

答　

普
通
財
産
に
移
行
後
、管
理
が

財
政
課
と
な
る
の
で
、貸
し
出
し

や
売
却
等
に
つ
い
て
は
財
政
課

で
検
討
し
て
い
く
。

◎
身
延
町
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー（
宮
木
）

田
中
一
泰
委
員
長　

体
育
館
は
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
か
。

答　

体
育
館
は
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、交
通
防
災
課
で
代

替
施
設
を
検
討
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
課
関
係

佐
野
知
世
委
員　

黄
金
の
足
湯
の
給

湯
管
の
修
繕
費
は
ど
の
程
度
か

か
る
の
か
。

答　

400
万
円
程
度
か
か
る
と
の
こ

と
で
同
温
泉
を
利
用
し
た
足
湯

が
、身
延
町
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進

施
設
ヘ
ル
シ
ー
ス
パ
サ
ン
ロ
ー

ド
し
も
べ
の
湯
に
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
足
湯
機
能
を
集
約
し
、
黄

金
の
足
湯
は
終
了
す
る
。

渡
辺
文
子
委
員　

足
湯
の
建
屋
は
撤

去
解
体
は
せ
ず
、別
の
利
用
を
検

討
す
る
と
あ
る
が
。

答　

下
部
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
に

は
、来
場
者
が
雨
風
を
し
の
げ
る

施
設
が
な
い
の
で
、足
湯
の
建
屋

は
来
場
者
の
休
憩
所
と
し
て
、浴

槽
部
分
を
改
修
す
る
中
で
残
す

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

現  

地  

視  

察　
　

９
月
2
日
（
火
）

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

伊
藤
達
美

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

田
中
一
泰

▼
議
案
第
61
号

身
延
町
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
議
案
第
64
号

身
延
町
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

▼
議
案
第
62
号

身
延
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

▼
議
案
第
65
号

身
延
町
下
部
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー

ク
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
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１ 深山光信 議員

① �身延町社会体育施設の利用について

２ 山下利彦 議員

① �地域活性化のための耕作放棄地対策につい
て

② �峡南南部医療体制の指定管理者制度による
公設民営化について

３ 遠藤公久 議員

① 町外中学校に通学する生徒の支援について
② �マイナンバーカードの当町における現状と

課題について
③ しだれ桜の里づくり事業について
④ 学校における校務のＤＸ化推進について

４ 伊藤達美 議員

① 身延町第三次総合計画の策定について
② �にしじま和紙の里かみすきパークに対する

利用者の評価について
③ 引きこもりと心の病との関係性について
④ �地域おこし協力隊の新規隊員の採用の状況

について
⑤ �住宅や宅地を中心とする社会基盤整備への

投資について

５ 伊藤雄波 議員

① 三沢～市之瀬間バイパスの件について
② �道の駅にしじま和紙の里かみすきパークに

ついて
③ 富士川中流域の釣り人増加について

６ 佐野　昇 議員

① にしじま和紙の里かみすきパークについて
② 安心安全な町づくり、獣害について
③ 住宅政策の拡充による若者定着について

７ 佐野知世 議員

① 身延町橋梁個別施設計画について
② ツキノワグマの出没について
③ 本栖湖のヒメマスについて
④ 結婚活動の支援について

８ 渡辺文子 議員

① 移動スーパー事業について
② 地域医療をどう守っていくのか
③ 補聴器購入費用の助成制度を

８人登壇８人登壇８人登壇第3回定例会第3回定例会
9月3日（水）9月3日（水）
第3回定例会
9月3日（水） 一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

20人の皆様が熱心に傍聴されました。お忙しい中ご来場いただき、誠にありがとうございました。
次の定例会は、令和７年１２月に開催の予定です。どなたでも傍聴できますので、ぜひお越し下さい。
詳細日程は議会情報のウェブサイト等でお知らせします。

【 

御 

礼 

】

一般質問とは、議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策的提言
や行政の課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策について報告
を求めたり問い質したりすることもあります。質問の範囲は、町の行財政全般（公共事務、
団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、地域で住民生活に密接している事項など多
岐にわたっています。

※�ここに掲載の順位は質問の通告順によります。紙面の関係上、次頁からの掲載の内容は質問
を一部抜粋し要約したものを掲載しています。すべての項目は、各議員の一般質問のページ
の QR コードから YouTube よりご覧ください。
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問　
「
月
曜
日
」
を
利
用
の
許
可
を

し
な
い
日
と
し
て
い
る
根
拠
や

そ
の
理
由
は
。

生
涯
学
習
課
長　

土
、日
曜
日
に
大

勢
が
施
設
を
利
用
す
る
中
で
、施

設
の
維
持
管
理
や
職
員
の
負
担

軽
減
の
た
め
施
設
の
清
掃
、メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、修
繕
を
計
画
的
か
つ

効
率
的
に
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
休
日
明
け
の
月
曜
日
を
休
館
・

休
業
日
と
し
て
い
る
。

問　

職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
社

会
体
育
施
設
に
、利
用
の
許
可
を

し
な
い
日
を
設
け
る
必
要
が
な

い
の
で
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　

各
施
設
の
職
員

の
配
置
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

３
名
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
担
当
職

員
が
、グ
ラ
ウ
ン
ド
、体
育
館
、テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、弓
道
場
な
ど
多
数

の
社
会
体
育
施
設
を
一
括
で
管

理
し
て
い
る
。休
業
日
を
設
け
る

こ
と
で
、職
員
の
負
担
軽
減
を
し

つ
つ
利
用
者
に
不
便
を
か
け
る

こ
と
な
く
、修
繕
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
計
画
が
立
て
や
す
く
な
る
。

問　

町
民
の
誰
も
が
平
等
に
、そ
し

て
柔
軟
に
社
会
体
育
施
設
を
利

用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
、町
民
の「
健
康
増
進
」や
町
の

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。月
曜

日
の
利
用
の
許
可
を
し
な
い
日

に
つ
い
て
規
則
の
見
直
し
を
検

討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　
「
管
理
者
は
特
に

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

同
項
の
日
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
る
。」と
あ
る
の
で
、必
要
に

応
じ
て
担
当
ま
で
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
。

問　

耕
作
放
棄
地
対
策
に
は
若
者

　

や
企
業
の
新
規
参
入
支
援
が
必

要
だ
。自
治
体
に
よ
る
初
期
投
資
、

設
備
導
入
へ
の
相
談
体
制
や
農

地
の
集
積
・
貸
借
に
お
け
る
農

地
所
有
者
と
の
交
渉
支
援
、地
図

上
で
の
農
地
情
報
の
見
え
る
化

な
ど
の
環
境
づ
く
り
が
不
可
欠

と
考
え
る
が
、現
状
は
。

産
業
課
長　

国
の「
経
営
開
始
資
金
」

の
補
助
制
度
、
農
業
用
機
械
の

リ
ー
ス
料
を
軽
減
す
る
県
の
補

助
制
度
の
紹
介
や
、農
地
の
交
渉

支
援
は
随
時
、産
業
課
窓
口
で
相

談
に
応
じ
て
い
る
。遊
休
農
地
の

地
図
上
で
の
情
報
表
示
に
つ
い

て
は
、導
入
・
更
新
等
の
費
用
の

問
題
が
あ
り
、今
後
の
検
討
課
題

と
し
た
い
。

問　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後　

継
者
不
足
は
、農
地
の
荒
廃
や
地

域
の
営
農
基
盤
の
弱
体
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。町
の
農
業
を
未

来
に
繋
ぐ
に
は
、農
地
の
維
持
と

活
用
、そ
し
て
何
よ
り「
人
の
力
」

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。農
業
に

夢
と
希
望
を
持
て
る
制
度
の
整

備
、地
域
の
受
け
入
れ
体
制
づ
く

り
な
ど
、耕
作
放
棄
地
が
年
々
増

え
て
い
る
現
状
か
ら
、若
者
や
企

業
の
参
入
促
進
な
ど
を
含
め
た

農
業
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
。

産
業
課
長　

地
域
組
織
の
新
規
立
ち

上
げ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
等
、
町

で
も
地
域
組
織
を
サ
ポ
ー
ト
し

な
が
ら
、農
業
政
策
が
衰
退
し
な

い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。新

規
参
入
に
あ
た
っ
て
は
、既
存
の

補
助
事
業
を
周
知
・
活
用
し
て

い
た
だ
く
中
で
、積
極
的
に
受
け

入
れ
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

規則を変更する予定はないが、管理者は特に必要があると認めるときは、
変更することができる（生涯学習課長）

社会体育施設の月曜日の利用を許可しない日について
規則の見直しを検討する考えは問

問

答

答

社
会
体
育
施
設
は「
月
曜
日
」

が
利
用
で
き
な
い

新
規
参
入
支
援
に
つ
い
て

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

深
ふかやま

山　光
こうしん

信 議員

山
やました

下　利
としひこ

彦 議員

下部グラウンド

増え続ける耕作放棄地

農地の管理は基本的には所有者である。農業委員会で相談を受けたあと
現地確認を行い、所有者に適切な管理について通知している（産業課長）

耕作放棄地は地域の景観や防災・鳥獣害の拡大など
複合的な課題を引き起こしている。今後の対策は

　全編は
➡こちら

　全編は
➡こちら
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問　

修
学
旅
行
費
等
の
各
種
児
童
生

徒
補
助
金
は
、
保
護
者
、
児
童
生

徒
の
住
所
地
が
町
外
で
も
補
助

対
象
か
。
ま
た
、
町
外
住
所
地
の

対
象
者
は
何
名
か
。

学
校
教
育
課
長　

本
人
や
保
護
者
の

住
所
に
関
係
な
く
、身
延
町
立
の

小
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
児

童
生
徒
が
補
助
対
象
で
あ
る
。町

外
住
所
地
の
補
助
対
象
者
は
５

名
で
あ
る
。

問　

町
外
中
学
校
へ
の
通
学
生
徒
数
は
。

学
校
教
育
課
長　

10
人
で
あ
る
。

問　

町
民
に
と
っ
て
重
要
な
の
は

「
身
延
町
に
住
ん
で
い
る
」
と
い

う
事
実
で
あ
り
、町
独
自
の
施
策

は
、「
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。町
外
中
学

校
通
学
者
に
も
、町
か
ら
の
援
助
・

支
援
が
あ
れ
ば
、身
延
町
の
町
民

で
よ
か
っ
た
と
感
じ
、強
い
愛
着

が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　

入
学
支
度
金
が
、

経
済
的
な「
町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」

「
平
等
性
の
確
保
」の
観
点
に
た
っ

た
支
援
策
で
あ
る
。一
方
、
学
校

の
設
置
者
と
し
て
、子
ど
も
を
地

元
の
公
立
小
中
学
校
で
学
ば
せ

た
い
と
思
え
る
教
育
環
境
を
充

実
さ
せ
る
使
命
を
担
っ
て
い
る
。

子
育
て
世
代
に
手
厚
い
こ
れ
ら

の
施
策
は
、身
延
町
立
の
小
中
学

校
に
進
学
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
捉

え
て
も
ら
い
た
い
。

問　

町
内
３
小
１
中
の
DX
化
に
対
す

る
現
状
分
析
と
今
後
の
対
応
は
。

学
校
教
育
課
長　

DX
化
の
取
り
組
み

は
、
学
校
間
で
も
差
が
あ
る
。
研

修
の
充
実
、
情
報
共
有
の
促
進
、

ICT
支
援
員
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、教

職
員
の
意
識
改
革
と
ス
キ
ル
の
向

上
に
努
め
、ペ
ー
パ
レ
ス
化
な
ど

校
務
の
効
率
化
に
つ
な
げ
た
い
。

問　

第
二
次
身
延
町
総
合
計
画
が
、

令
和
8
年
度
を
も
っ
て
期
間
の

満
了
を
迎
え
る
が
、そ
れ
に
続
く

第
三
次
総
合
計
画
の
策
定
の
内

容
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

企
画
政
策
課
長　

令
和
9
年
度
か

ら
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
第
三
次
総
合
計
画
を
策
定
す

る
。
去
る
7
月
7
日
に
20
名
の

委
員
か
ら
な
る
総
合
計
画
審
議

会
を
設
置
し
た
。
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ

り
町
民
の
意
識
を
把
握
し
、庁
内

で
構
成
す
る
策
定
委
員
会
を
中

心
に
原
案
を
取
り
ま
と
め
、審
議

会
に
諮
り
な
が
ら
策
定
作
業
を

進
め
て
い
く
。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

令
和
7
年
度
か
ら
2
か
年
で
作

業
を
進
め
て
い
く
。今
年
度
に
基

本
構
想
を
策
定
し
、令
和
8
年
度

に
前
期
基
本
計
画
及
び
実
施
計

画
を
策
定
す
る
。

問　

総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

町
外
で
働
く
人
た
ち
や
若
い
女

性
た
ち
の
意
見
を
ど
の
よ
う
な

形
で
集
約
し
て
計
画
に
反
映
さ

せ
る
の
か
。

企
画
政
策
課
長　

審
議
会
委
員
を
は

じ
め
、広
く
住
民
の
声
を
聴
く
こ

と
に
よ
り
、町
民
の
意
向
を
十
分

反
映
さ
せ
た
計
画
づ
く
り
を
目

指
す
。7
月
に
町
民
約
4
千
人
を

無
作
為
に
抽
出
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
同
時
に
、
住
民

の
暮
ら
し
や
す
さ
、幸
福
感
を
数

値
化
す
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

指
標
も
取
り
入
れ
る
。
ま
た
、
総

合
計
画
審
議
会
委
員
の
他
に
町

内
で
活
躍
す
る
10
名
ほ
ど
の
メ

ン
バ
ー
を
加
え
た
町
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
的
に
開
催
し
、

議
論
を
深
め
て
い
く
。
そ
し
て
、

計
画
の
素
案
が
で
き
た
段
階
で

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り

町
民
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
。

問

問

答

答

町
外
中
学
校
に
通
う
生
徒
に
も

修
学
旅
行
費
補
助
な
ど

町
内
中
学
生
と
同
様
な
支
援
を

校
務
の
DX
化
を
さ
ら
に
進
め

印
刷
物
・
配
付
物
の
削
減
を

進
め
る
べ
き

第
三
次
総
合
計
画
の
概
要

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

遠
えんどう

藤　公
きみひさ

久 議員

伊
い と う

藤　達
た つ み

美 議員

　全編は
➡こちら

　全編は
➡こちら

現存する本数についての実態調査は、数ヵ所は確認したが、717本すべて
は行っていない。今後、現状把握に努める（観光課長）

しだれ桜苗木配布事業により過去に配布した717本について、
実態調査・管理は行われているのか

総合計画審議会委員の他に町内で活躍する10名ほどのメンバーを加えた
町民ワークショップを定期的に開催し、議論を深めていく（企画政策課長）

身延町第三次総合計画の策定について、町外で働く人たちや若い女性たちの
意見をどのような形で計画に反映させるのか

恵まれた環境の身延中学校

13　No.84 みのぶ議会だより



問　

令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
で
町

長
個
人
の
意
見
と
し
て
の
報
告
を

受
け
た
後
、
発
議
第
２
号「
三
沢

～
市
之
瀬
間
バ
イ
パ
ス
建
設
」請

願
を
最
優
先
事
案
と
す
る
決
議

案
を
提
出
、身
延
町
議
会
に
お
い

て
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。市

川
三
郷
町
議
会
で
も
、令
和
７
年

第
２
回
定
例
会
で
最
優
先
事
案

と
す
る
決
議
案
が
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。ま
さ
に
町
民
の
声
で

あ
る
。こ
の
バ
イ
パ
ス
の
実
現
は

南
山
梨
の
観
光
周
遊
の
活
性
化
、

身
延
町
、
市
川
三
郷
町
、
富
士
川

町
の
町
づ
く
り
に
繋
が
り
、各
町

と
も
多
大
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

考
え
る
が
、改
め
て
町
長
の
考
え

は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
議
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
た
３
件
の
請
願
に
対
す

る
考
え
は
、令
和
７
年
第
１
回
定

例
会
に
お
い
て
伊
藤
達
美
議
員

か
ら
の
一
般
質
問
で
答
弁
し
た

と
お
り
変
わ
ら
な
い
。

問　

富
士
川
流
域
を
訪
れ
る
釣
り
人

は
、車
中
か
ら
も
確
認
で
き
る
ほ

ど
増
え
た
が
、そ
の
反
面
マ
ナ
ー

の
悪
さ
も
目
立
っ
て
き
た
。釣
り

人
の
増
加
は
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。釣
り
人
に
何

度
も
来
て
も
ら
い
、身
延
町
に
あ

る
色
々
な
施
設
を
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
は
、レ
ジ
ャ
ー
的
な
要

素
に
お
い
て
整
備
の
必
要
性
が

生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。観
光
部

門
と
調
整
し
、誘
導
看
板
設
置
や

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、マ
ナ
ー

告
知
看
板
等
の
設
置
を
検
討
す

べ
き
と
思
う
が
。

産
業
課
長　

漁
協
と
も
連
携
を
と

り
な
が
ら
、友
鮎
や
遊
漁
券
を
販

売
す
る
際
に
注
意
事
項
を
記
載

し
た
チ
ラ
シ
の
配
布
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。マ
ナ
ー
面
等
も
含

め
レ
ジ
ャ
ー
的
な
要
素
で
支
援

の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
は
、漁

協
や
観
光
部
門
、河
川
管
理
者
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、調
整
の
う

え
検
討
し
て
い
く
。

問　

最
初
の
５
月
の
連
休
に
は
イ

ベ
ン
ト
な
ど
何
も
な
か
っ
た
。

「
稼
げ
る
施
設
」
に
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。ふ
れ
あ
い
館
の
利

用
実
績
、和
紙
漉
き
体
験
の
人
数

や
今
後
の
活
用
は
。

観
光
課
長　

ふ
れ
あ
い
館
で
は
、こ

れ
ま
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ

て
き
た
。ま
た
団
体
客
へ
の
昼
食

の
提
供
場
所
と
し
て
も
利
用
し

て
い
る
。紙
漉
き
体
験
者
は
、
７

月
末
で
１
８
８
０
人
で
令
和
５

年
度
は
延
べ
３
０
１
７
人
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、多
く
の
方
が
利
用

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。今
後

の
活
用
に
つ
い
て
は
、イ
ベ
ン
ト

を
随
時
開
催
し
団
体
客
も
積
極

的
に
誘
致
し
、昼
食
会
場
と
し
て

の
利
用
も
増
や
し
て
い
く
。

問　

計
画
に
あ
る
産
地
フ
ェ
ア
や
マ

グ
ロ
即
売
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
誘
致
に
つ
い
て
、計
画
は
進
ん

で
い
る
か
。

観
光
課
長　

会
社
の
方
針
と
し
て
、

ま
ず
は
地
元
地
域
と
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
て
地
域
の
皆
様
と

同
じ
方
向
を
向
い
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問　

事
業
計
画
と
共
に
収
支
計
画

が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、令
和
７

年
度
、
１
年
目
の
計
画
に
対
し

て
す
で
に
４
カ
月
以
上
が
経
過

し
て
い
る
。
年
間
収
入
計
画
は
、

１
億
４
３
７
８
万
２
９
８
３
円
、

支
出
合
計
は
、
１
億
４
３
５
０
万

円
に
な
っ
て
い
る
。計
画
の
進
捗

状
況
は
。

観
光
課
長　

収
入
合
計
に
つ
い
て
は
、

７
月
末
ま
で
の
収
入
に
基
づ
き

試
算
す
る
と
計
画
を
下
回
る
数

字
と
な
る
。改
善
し
な
が
ら
今
後

の
運
営
に
繋
げ
て
い
き
、計
画
の

数
字
に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

令和７年第１回定例会においての一般質問で答弁したとおり変わりない
（町長）※みのぶ議会だより第82号12 ページ参照

三沢～市之瀬間バイパス建設は、身延町と市川三郷町で最優先事案として、
議会で可決されたが町長の考えは問

問

答

答

三
沢
～
市
之
瀬
間
バ
イ
パ
ス

富
士
川
中
流
の
釣
り
人
増
加

イ
ベ
ン
ト
開
催

　

物
産
展
な
ど
の
誘
致
は

伊
い

藤
とう

　雄
お

波
なみ

 議員

佐
さ の

野　　昇
のぼる

 議員

全体的に見ると順調に進んでおり、町内の観光施設等を周遊して頂けるように
来場者への PRを心がけている（観光課長）

にしじま和紙の里は、地域全体と連携してエリアブランディングを
図るとしているが、運営状況は

　全編は
➡こちら

　全編は
➡こちら
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問　

下
部
温
泉
郷
の
リ
バ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
に
架
か
る
メ
ロ
デ
ィ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
は
、景
観
も
重
視

し
た
橋
梁
で
あ
る
こ
と
か
ら
塗

装
の
耐
用
年
数
が
ま
だ
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、調
査
検
討
の
予

定
は
。

建
設
課
長　

ふ
れ
あ
い
橋
は
直
近

で
は
令
和
５
年
10
月
に
橋
梁
点

検
を
実
施
し
、健
全
性
診
断
結
果

は
良
好
で
あ
る
。町
が
管
理
す
る

橋
梁
に
は
修
繕
を
必
要
と
す
る

橋
梁
が
多
く
あ
り
、緊
急
性
の
高

い
橋
梁
か
ら
修
理
対
応
し
て
い

る
。ふ
れ
あ
い
橋
に
つ
い
て
は
現

状
、塗
装
を
含
め
修
繕
は
必
要
な

い
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

令
和
４
年
11
月
に
本
栖
湖
に
お

い
て
外
来
種
で
あ
る
レ
イ
ク
ト
ラ

ウ
ト
の
生
息
が
確
認
さ
れ
、調
査

の
結
果
、ヒ
メ
マ
ス
の
成
魚
や
稚

魚
ま
で
食
べ
て
し
ま
う
こ
と
が
ヒ

メ
マ
ス
の
不
漁
の
原
因
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。そ
の
対
策
の
一

環
と
し
て
、10
月
５
日
に
レ
イ
ク

ト
ラ
ウ
ト
の
釣
り
大
会
を
実
施
す

る
と
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
が
、

そ
の
他
に
も
告
知
し
た
経
緯
が
あ

る
か
。

産
業
課
長　

各
庁
舎
や
道
の
駅
、本

栖
湖
の
観
光
案
内
所
、
浩
庵
な

ど
に
チ
ラ
シ
を
設
置
し
た
。ま
た
、

甲
府
の
釣
具
店
の
店
頭
に
て
町

職
員
が
直
接
来
店
客
に
チ
ラ
シ

を
配
り
、釣
り
大
会
の
周
知
と
募

集
を
し
た
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、診
療

報
酬
が
物
価
・
賃
金
の
上
昇
に

対
応
し
て
上
が
っ
て
い
な
い
。医

療
機
関
の
経
営
状
況
は
ど
こ
も

厳
し
い
と
聞
い
た
。医
療
機
関
の

経
営
維
持
の
た
め
に
診
療
報
酬

や
補
助
金
な
ど
町
と
し
て
国
に

対
し
要
望
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

経
営
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、物
価
高
騰
や
賃
上
げ
等
を
踏

ま
え
た
一
層
の
財
政
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。社
会
経
済
情
勢
に
応

じ
た
診
療
報
酬
の
中
間
年
改
定

の
仕
組
み
を
創
設
す
る
と
と
も

に
実
施
す
る
こ
と
、以
上
2
点
を

自
治
体
病
院
へ
の
支
援
と
し
て

必
要
で
あ
る
と
考
え
、全
国
町
村

会
と
し
て
、令
和
7
年
8
月
4
日
、

国
の
関
係
機
関
に
対
し
要
望
書

を
提
出
し
た
。

問　

医
療
・
介
護
の
再
編
統
合
へ
の

住
民
の
不
安
は
大
き
い
。救
急
車

の
受
け
入
れ
は
ど
う
な
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

1
病
院
・
3
診
療

所
体
制
へ
転
換
す
る
取
組
み
を

通
じ
て
医
師
や
看
護
師
等
の
医

療
職
を
あ
る
程
度
１
か
所
へ
集

約
し
、こ
れ
に
よ
っ
て
救
急
患
者

の
受
入
れ
を
は
じ
め
と
す
る
入

院
医
療
提
供
体
制
を
強
化
し
現

状
の
救
急
応
需
率
の
改
善
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

各
病
院
、
病
院
間
、
診
療
所
へ

の
住
民
の
足
の
確
保
は
。

福
祉
保
健
課
長　

基
本
的
に
は
各
町

の
公
共
交
通
施
策
に
委
ね
る
と

こ
ろ
と
考
え
て
い
る
が
、新
一
部

事
務
組
合
と
指
定
管
理
候
補
者

間
で
、
3
町
の「
公
共
交
通
施
策

の
動
向
」
を
見
な
が
ら
、適
切
な

運
行
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

身
延
町
橋
梁

　

個
別
施
設
計
画
に
つ
い
て

本
栖
湖
の

　

ヒ
メ
マ
ス
保
護
に
つ
い
て

佐
さ の

野　知
ち

世
せい

 議員

渡
わたなべ

辺　文
ふ み こ

子 議員

下部温泉郷のメロディーブリッジ現況

問

問

答

答

大雨や台風通過後には、橋梁、トンネル、その他道路構造物に異常が無いか
確認を行っている（建設課長）

全国町村会行政委員会において、財政措置を講じるとともに診療報酬の中間年
改定の仕組みを創設・実施するよう国に要望書を提出した（町長）

町が有する橋梁は毎年の簡易点検と５年毎の定期点検を行うこととなってい
るが、大規模な自然災害が起きた後の点検に対する考えは

安心して住み続けるために、地域医療をどう守っていくのか

　全編は
➡こちら

　全編は
➡こちら

救急車の受け入れはどうなる？

地
域
医
療
を
ど
う
守
る
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議案に対する賛否議案に対する賛否 
（賛成：○・反対：×・欠席：欠）

市
川　

司

遠
藤
公
久

深
山
光
信

佐
野　

昇

山
下
利
彦

佐
野
知
世

伊
藤
雄
波

望
月
悟
良

広
島
法
明

野
島
俊
博

田
中
一
泰

渡
辺
文
子

伊
藤
達
美

上
田
孝
二

第
３
回
定
例
会（
９
月
２
日
～
11
日
）

●決算認定 ●
議
長
は
賛
否
同
数
の
み
採
決
に
参
加
し
ま
す

認定第1号 令和６年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

認定第2号 令和６年度身延町水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第3号 令和６年度身延町下水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●報告

報告第7号 令和６年度決算に基づく身延町健全化判断比率及び資金
不足比率の報告について 報告のみ

●条例の一部改正

議案第61号 身延町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改
正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号 身延町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号 身延町の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号 身延町下部リバーサイドパーク条例の一部を改正する条
例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第66号 身延町社会体育施設条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第67号 身延町水道給水条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第68号 身延町下水道条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第69号 身延町農業集落排水施設等条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●条例の廃止
議案第64号 身延町勤労青年センター条例を廃止する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●計画の変更
議案第70号 身延町過疎地域持続的発展計画の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●補正予算
議案第71号 令和７年度身延町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第72号 令和７年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第73号 令和７年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第74号 令和７年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第75号 令和７年度身延町水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●人事案件
同意第3号 身延町教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第4号 身延町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第5号 身延町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
同意第6号 身延町固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●請願

請願第2号
学校の働き方改革・長時間労働是正の実現のための教職
員定数改善と「カリキュラム・オーバーロード」の改善
及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第3号 医療機関の事業と経営維持のための診療報酬の再改定を
求める請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●追加案件

発議第4号

学校の働き方改革・長時間労働是正の実現のための教職
員定数改善と「カリキュラム・オーバーロード」の改善
及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書案
の提出について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第5号 医療機関の事業と経営維持のための診療報酬の再改定を
求める意見書案の提出について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
7
月
31
日
）

第
1
回
臨
時
会

●規約の制定
議案第58号 早川町・身延町・南部町医療事務組合の設置について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●補正予算
議案第59号 令和７年度身延町一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
●契約

議案第60号 身延町同報系防災行政無線親局設備更新工事請負契約に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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① �令和７年度普通交付税額は４２億２０４７万２千円で、令和６年度と比較
して、７２９５万３千円、１．８％の増額となりました。

② �第三次身延町総合計画策定のため、７月７日に２０名の委員からなる総合
計画審議会を設置し、計画策定について諮問しました。

③ �早川町・身延町・南部町医療事務組合の設置については、３町長の連名で
山梨県に申請を行い、９月１日の設置許可を受けました。

④ �令和６年度身延町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定
　 令和６年度身延町水道事業会計決算認定
　 令和６年度身延町下水道事業会計決算認定
　 全会計において、黒字決算となっています。

町 長 行 政 報 告
「みのぶまつり」に代わるイベントとして、新たに「みのぶフェス」を10月18日（土）
富士川クラフトパークを会場として開催します

望
もちづき

月　幹
み き や

也
身延町長

【
功
労
者
表
彰
】

編
集
委
員
と
し
て
５
年
以
上
在
職

し
、功
績
顕
著
な
る
者

望
月
悟
良
議
員

令
和
６
年
度

山
梨
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

議
会
広
報
紙
部
門

【
奨
励
賞
】

「
み
の
ぶ
議
会
だ
よ
り
」（
第
80
号
）

山
梨
県
町
村
議
会
広
報

研
究
協
議
会
表
彰

山
梨
県
広
報
協
会
表
彰

◎
主
な
議
会
の
動
き【
令
和
７
年
７
～
９
月
】

７
月４

日	

第
４
回
議
会
広
報
編
集
委
員
会（
第
83
号
）

９
日	

団
体
と
議
員
と
の
懇
談
会

10
日	

議
会
広
報
編
集
委
員
会
正
副
委
員
長

	

最
終
確
認（
第
83
号
）

11
日	

町
村
議
会
広
報
研
修
会
、表
彰
伝
達
式

14
日	

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

28
日	

第
５
回
議
会
運
営
委
員
会

	

第
４
回
議
員
全
員
協
議
会

29
日
～
30
日　

町
村
議
会
議
長
・
議
会
運
営

	

委
員
長
行
政
調
査（
富
山
県
）

31
日	

第
１
回
臨
時
会

８
月８

日	

子
ど
も
議
会

18
日	

第
６
回
議
会
運
営
委
員
会

19
日	

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

25
日	

第
５
回
議
員
全
員
協
議
会

	

第
１
回
議
会
広
報
編
集
委
員
会（
第
84
号
）

28
日	

町
村
議
会
広
報
研
修
会（
東
京
都
）

９
月２

日
～
11
日　

第
３
回
定
例
会

13
日	

身
延
中
学
校
輝
桜
祭
開
会
式

18
日	

第
２
回
議
会
広
報
編
集
委
員
会（
第
84
号
）

24
日	

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

26
日	

第
36
回
本
栖
湖
西
岸
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

30
日	

第
３
回
議
会
広
報
編
集
委
員
会（
第
84
号
）

　全編は
➡こちら
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身延町観光協議会と議員との懇談会身延町観光協議会と議員との懇談会
身延町議会では、身延町観光協議会（会長 佐野慈一）との懇談会を開催しました。設立や役割、
事業内容などの説明をいただき、課題や要望などを伺いました。

　

設
立
と
役
割

　

こ
れ
ま
で
身
延
山
観
光
協
会
、下
部
観
光
協
会
、

本
栖
湖
西
部
観
光
協
会
の
３
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
と
連
携
し
、観
光
振
興
を
図
っ
て
き
た
が
、町

全
域
の
観
光
振
興
に
関
す
る
団
体
は
な
か
っ
た
。

　

平
成
17
年
に
は
身
延
町
観
光
連
盟
が
設
立
さ

れ
、そ
の
後
令
和
４
年
に
身
延
町
全
域
の
観
光
業

や
商
工
業
の
振
興
を
図
る
目
的
で
身
延
町
観
光
協

議
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　

当
協
議
会
は
新
た
に
策
定
さ
れ
た「
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
地
域
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、各
種
団
体
が
連
携
し
て
地
域
観
光

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
事
業
は

　

観
光
目
的
等
が
日
々
変
化
す
る
中
で
、本
町
を

訪
れ
る
人
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
町
内
の

観
光
資
源
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、イ

ベ
ン
ト
情
報
や
観
光
施
設
等
へ
の
来
訪
状
況
等
を

共
有
す
る
た
め
、毎
月
定
例
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

西
嶋
和
紙
の
課
題

　

現
在
、和
紙
製
造
組
合
員
は
７
事
業
所
で
、一
時

期
の
20
件
か
ら
大
き
く
減
少
し
た
。パ
ル
プ
原
料

の
供
給
も
減
少
し
た
た
め
原
料
部
で
は
地
元
の
工

場
へ
供
給
す
る
ほ
か
、外
注
と
し
て
稲
ワ
ラ
・
葦

な
ど
を
パ
ル
プ
化
す
る
た
め
、30
社
か
ら
受
注
を

受
け
て
い
る
。
財
源
確
保
の
た
め
に
も
、
よ
り
多

く
の
受
注
に
繋
が
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

下
部
温
泉
郷
の
課
題

　

昔
か
ら
湯
治
温
泉
と
し
て
歴
史
と
伝
統
が
あ

る
。
昭
和
レ
ト
ロ
な
温
泉
街
と
し
て
復
活
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に
繋
げ
る
こ

と
。ま
た
先
進
地
で
も
あ
る
富
士
河
口
湖
町
等
の

成
功
事
例
な
ど
情
報
収
集
し
、共
有
化
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

　

本
栖
湖
西
部
の
課
題

　

平
日
客
の
50
％
が
外
国
人（
ア
ジ
ア
圏
）
で
あ

る
。キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
以
降

減
少
し
て
お
り
、反
対
に
コ
テ
ー
ジ
の
利
用
は
増

加
傾
向
で
あ
る
。

　

本
栖
湖
エ
リ
ア
で
は
駐
車
場
の
確
保（
二
次
交

通
）
が
問
題
で
あ
る
。
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て

行
政
に
お
け
る
対
応
を
願
う
。

観
光
課　

駐
車
場
の
確
保
に
つ
い
て
、本
栖
湖
エ

リ
ア
は
国
立
公
園
区
域
に
あ
る
た
め
、開
発
行
為

に
制
限
が
あ
る
。町
と
し
て
も
検
討
し
た
い
。

日　

時　

令
和
７
年
７
月
９
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
午
後
３
時

会　

場　

身
延
地
区
公
民
館　

下
山
分
館

参
加
者　

団
体
７
名
・
議
員
14
名

　
　
　
　

観
光
課
４
名
・
事
務
局
２
名

懇談会の様子 佐野慈一会長（中央）からの説明身延町観光振興ビジョン
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過去の議会だよりは、
こちらから ▶▶▶︎
閲覧できます。

令和7年度
第2回定例会おもな議案（P6～ 7）

〇結論「いずれも原案可決」を、文
頭の大きな文字を見せて、議案
数、予算額合計表示し、以下個々
の案件を説明する、とても見やす
く分かり易いです。

〇構成、配色などとても読みやすい
ものになっている。

町民と議員との懇談会（P2～P4）

〇漠然と町民から意見を聞く会は
回数を減らしたらどうでしょう
か？今後は 1 つのテーマに絞り
議会の案を示して、その問題に限
定して町民の意見を聞く場にし、
その意見も考慮して町に提案・
要望を出したら効果的かと思い
ます。地域別、毎回でなくて良い
ですから実施してください。

表紙写真  下山小学校3年生による
あけぼの大豆の種蒔き（R7.6.20）

（P1）

〇小さな背中が並んで微笑ましく、
穴の中の大豆に土をかける瞬間
を上手にとらえた写真ですね。収
穫まで順調に生育しますように。

〇とても微笑ましいカットである
が、「広報みのぶ」にも同じよう
なカットが多くみられるので、議
会と議会の 2 ～ 3 か月の間にお
ける活動や研修、委員会活動等の
1 コマを表紙にしてはどうでし
ょうか。一目で「議会だより」と
分かるのではないでしょうか。

おじゃまします（P16）

〇峡南生き活き元気プロジェクト
について、5 年前からの活動で
103 名も参加と、とても素晴ら
しいです。活動を進めるには苦労
もありますが代表の方々、引き続
きご尽力頂きたいと思います。

〇「おじゃまします」は、ほっこり
した気持ちにしてくれる。このよ
うなページをもっと増やしても
いいと思います。

〇新茶の茶摘み体験、高齢化が進み
茶畑も荒れ放題、ボランティアの
力を借り素晴らしい事業です。

〇「峡南生き活き元気プロジェク
ト」の存在を初めて知りました。
特定の目的に向かって多くのプ
ロジェクトが発足、実践していく
と身延町も活性化すると思いま
す。町民にもっと PR したほうが
良いと思います。

モニター通信（P15）

〇各モニターさんそれぞれに、意
見や感想をお持ちになっていて、

「なるほど」「ああ、そうか」とい
つも感心して読ませて頂いてい
ます。できればモニターさん以外
の町民の方の、意見や感想等を聞
きたいものです。

令和7年度町長行政報告
全国町村議会議長会表彰（P14）

〇町長行政報告は、項目ごと簡潔に
まとめられています。ヘルシース
パ、道の駅にしじまともに、順調
な利用状況とのことでよかった
です。自治功労者表彰のお二人、
おめでとうございます。

議会広報モニター意見交換会（P13）

〇千の風の皆さんが議会だよりを
毎号朗読奉仕されていることを
知り有意義でした。

千の風の皆さま、いつも朗読奉仕　
ありがとうございます。

町政へのご意見・ご要望

〇クマの被害の目撃情報は共有さ
れているが、身延町の生息数及び
クマ対策について教えて下さい。

一般質問（5人）（P11～ 13）

〇毎回同じ議員が一般質問されて
いる印象です。町民は全ての議員
の活動内容に注目しています。活
動の評価を図る一番の材料は一
般質問だと考えます。大変だと思
いますが頑張ってください。

〇「議会だより」で一番興味関心があ
るのは、この一般質問のページで
ある。この議員が、あの議員がどの
ような質問をするのか、どのよう
な考え方なのか顕著に分かるペー
ジである。できればページ数の増
加や町民の声を反映するためにも
質問者が数多く出ることを願う。

議案に対する賛否
一般質問見出し（P10）

〇見出しがあると、議員の質問事項
の全てが分かるため、一般質問の
ページも読み易いし、議員の考え
方が理解し易いです。

常任委員会レポート（P8～ 9）

〇議案について委員会で詳細に検討さ
れていることが分かるようにまとめ
られています。写真も効果的です。

〇とても目に優しい色合いで読みやす
い。内容も簡潔にまとめてあり、質
問と答えが的確で読んでいても非常
に把握しやすい。所々配置されてい
るカット、写真も本質を得ている。

令和7年度
第2回定例会おもな議案（P6～ 7）

〇結論「いずれも原案可決」を、文
頭の大きな文字を見せて、議案
数、予算額合計表示し、以下個々
の案件を説明する、とても見やす
く分かり易いです。

〇構成、配色などとても読みやすい
ものになっている。

令和７年度身延町議会
ふれあい懇談会（募集）（P5）

〇身延門内、下部温泉地区などは宿
泊事業者が多いため、土曜の夜は
参加が厳しいです。地区によって
は平日の開催も検討して頂けれ
ば参加者は増えると思います。

〇ふれあい懇談会の企画は評価で
きる。すでに行ったところの意見
や要望が、どの様な形として行政
に反映されたか、このコーナーと
併せ報告できるようなスペース
の確保をすべきと思います。

議会広報モニターの皆様のご意見・ご感想等を要約したものです。
貴重なご意見等を参考に、町民の皆様に見やすく伝わりやすい議会
だよりを目指します。（議会だより№83の意見・感想等）
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古 関 観 音 太 鼓 同 好 会
　和太鼓は古くより伝統芸能として、近年では新しい音楽として愛され親しまれています。
　そんな太鼓の響きを体で感じながら「太鼓は楽しく打つ」をモットーに、大人も子供も励ましあ
いながら活動しています。現在、会員６名と協力会員３名の計９名で、少人数ではありますが、前
向きに稽古に励んでいます。

代表者  渡辺将樹
連絡先

090-8311-0180

西嶋和紙の里イベント出演

第33回山梨県ふるさと太鼓まつり
出演の練習中です！

みのワン

お気軽にご連絡下さい

練習日

場　所

毎週火曜日　午後７時３０分～９時

久那土体育館

お 合問 せ


